








要約;静岡県では,県衛生部の援助のもと,昭和 62 年 3 月より県下全域において妊婦 ATLA

抗体スクリーニングを実施してきた。現在までの集計結果では妊婦陽性率は 0.33%(120 例

/36,309 例）であった。そのなかで,一次スクリーニングのみの結果は,PA 法(0.90%)のほう

が EIA 法（0.39%)より陽性率が高くなり,二次確認試験(WB 法)の結果からは PA 法（56.7%)

は EIA 法(21.2%)より偽陽性率も高かった。また,本県での陽性妊婦の背景調査では、本人

または夫の出身地が最も大きく関与していた。また,陽性妊婦より出生した児は原則的に人

工栄養に切り替えており,現在 34 例が follow up 中である。 


